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冬季舎飼期における飼料畑・採草地全体からの牛乳生産の評価
一一コーンと牧草の作付面積割合が異なると想定した場合での検討一一
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要約

冬季舎飼期において， コーンと牧草の作付面積割合

を1:2(LC群)および l:l(HC群)と想定して給与

量を決定した 2群を設け， 1頭当りの粗飼料生産に要

した土地面積および飼料畑・採草地 1ha当りの牛乳生

産量について比較検討した. 1頭当りの粗飼料生産に

要した土地面積は， LC群， HC群でそれぞれ， 0.29， 

0.24 haと， HC群でやや少なかった.飼料畑・採草地

1 ha当りの FCM生産量は， LC群， HC群でそれぞ

れ， 9.8， 10.5 tと， HC群が高かった.以上のことか

らコーン作付面積割合を増やすことにより，冬季舎

飼期において， 1頭当りの粗飼料生産に要する土地面

積を減らし，飼料畑・採草地 1ha当りの牛乳生産量を

高められる可能性が示唆された.

緒 -
C:::II 

土地利用を基盤とした自給粗飼料主体での牛乳生産

を考える場合，個体乳量の向上ばかりでなく，いかに

土地を有効に利用するかが重要で、ある.この場合，単

位土地面積当りの牛乳生産量は，重要な判断の尺度と

なる(花田;1993，大久保;1990).筆者らは，北大農

場での 1984-91年度における冬季舎飼期のコーンサ

イレージ主体飼養下での試験成績を解析した結果， 1 

頭当りの粗飼料生産に要した土地面積は， 0.25-0.31 

受理 1996年 2月16日

ha，および 1ha当りの飼料畑・採草地全体からの牛乳

生産量は， 8.4-10.1 tであったことを，既に報告した

(古川ら;1995B).冬季期間中に利用できるコーンサ

イレージと牧草の量，およびその割合は作付面積に

よって決定される. WILKINSON (1984)は， コーン栽

培可能地域におけるコーンサイレージの利用は，単位

土地面積当りの飼養頭数を増やすことができ，土地生

産性を高めるうえで有効な手段であると述べている.

コーンは牧草にくらべ，単位面積当りの乾物および

TDN収量が高いことから，コーンの作付面積割合を

増やすことにより， 1頭当りの粗飼料生産に要する土

地面積を減らし，単位土地面積当りの牛乳生産量が高

められることが考えられる.しかし，連作障害等を考

慮、すると，過度に増やすことはできない.従って，コー

ンと牧草の作付面積割合について考えることは非常に

重要で、ある.そこで本報では，コーンと牧草の作付面

積割合が異なると想定した場合での，冬季舎飼期にお

ける飼料畑・採草地全体からの牛乳生産について検討

した.

材料および方法

コーンと牧草の作付面積割合について， 2処理設定

した.既報(古川ら;1995B)の北大農場における冬季

舎飼期での試験成績において，コーンと牧草の作付面

積割合はほぼ 1: 2であった.これに従い給与量を決定

した群を LC群とした.それに対し，コーン作付面積割

合を 1: 1まで増やすことを想定して給与量を決定し
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群

表 1 飼料給与量

LC HC 

一一一一kgDM/d/cow一一一一
コーンサイレージ

グラスサイレージ

乾草

7.5-8.7 8.7-10.2 

3.6-4.0 

1.7-2.6 

2.4-3.6 

1.3-1.7 

濃厚飼料
一一一一%of milk一一一一

10-28 

作付面積割合(コーン:牧草)
LCニ 1: 2， HC=l: 1 

た群を設け，これを HC群とした.これらの作付面積

割合をコーンサイレージと牧草(サイレージ，乾草)

の乾物給与割合にすると， LC群， HC群でそれぞれ，

55 : 45および70: 30に相当する.

1日1頭当りの飼料給与量について，表 1に示した.

飼料給与基準は， 日本飼養標準 (1987年版)に基づき，

維持+13kg乳生産に必要な TDN量を粗飼料から給

与し，不足分を濃厚飼料で補うこととした.各粗飼料

の給与量は，両群とも，想定したコーンと牧草の作付

面積割合および、給与割合になるよう，体重に応じて決

定した.なお，牧草はグラスサイレージおよび乾草と

して給与した.濃厚飼料量は，乳期と産次を考慮、し，

乳量の 10~28%量を給与した.なお，飼料給与量は，

10日毎に計算した.これら各群にホルスタイン種泌乳

牛を 4頭ずつ配置し， 1994 年 1 月 11 日 ~4 月 25 日の

105日間にわたり試験を行なった.

乳量は毎日，乳脂肪率は月 2回測定した.粗飼料摂

取量は月 2回測定した.濃厚飼料は残食がみられな

かったので給与量をもって摂取量とした.体重は月 2

回測定した.

各粗飼料生産に要した土地面積は，コーンサイレー

ジ，グラスサイレージおよび乾草それぞれについて，

その乾物摂取量を 1ha当りの乾物生産量で除するこ

とにより算出した.1ha当りの各粗飼料の乾物生産量

は，北大農場畜産第二部での実績の値(コーンサイレー

ジ:12.4 t，グラスサイレージ:6.0 t，乾草:6.2 t)を

用いた.ただし，土地面積を算出する際，冬季舎飼期

を 11 月 1 日 ~4 月 30 日の 181 日間として補正した.

両群からそれぞれ2頭を供試して消化試験を実施し，

それらの結果から総TDN摂取量を求めた.粗飼料か

らの TDN摂取量は，粗飼料乾物摂取量および、成分組

成と消化試験で得られた消化率から算出した.飼料

畑・採草地全体からの FCM生産量は，総TDN摂取量

に占める粗飼料からの TDN摂取量の割合を総FCM

生産量に乗ずることにより算出した.

結果および考察

1日1頭当りの飼料摂取量を表2に示した.粗飼料

乾物摂取量に占めるコーンサイレージの割合は， LC 

群

表 2 飼料摂取量

LC HC 

コーンサイレージ

グラスサイレージ

乾 草

濃 厚 飼 料

粗 飼 料

全飼料

キ且 飼

全飼

料(体重比)

料(体重比)

コーンサイレージ/粗飼料

粗飼料/全飼料

LC， HC:表1に同じ

-kgDM/ d/ cow-
7.9 9.2 
3.3 2.5 
2.2 1.2 
4.6 4.4 

13.4 12.9 
18.0 17.3 

一一一一一%一一一一一
2.26 2.12 
3.03 2.83 

一一一一%一一一一
59.0 71.3 
74.4 74.6 

表 3 TDN摂取量および含有率

群 LC HC 

TDN摂取量

粗飼料

全飼料

粗飼料/全飼料

TDN含有率
全飼料

LC， HC:表1に同じ

一一kg/d/cow-
8.1 8.3 

12.0 11.9 

一一一一一%一一一一一
67.9 69.3 

一一一一一%一一一一一
66.6 68.5 

群， HC群でそれぞ、れ， 59， 71%であり，両群ともほぼ

設定通りの割合で摂取した.全飼料乾物摂取量に占め

る粗飼料の割合は，両群とも 75%であった.粗飼料お

よび全飼料乾物摂取量(体重比)は， LC群 2.26，

3.03%， HC群 2.12，2.83%と，いずれも LC群で高

かった

1日1頭当りの TDN摂取量および給与飼料全体の

TDN含有率を表 3に示した. HC群の乾物摂取量は

LC群にくらべ低かったが， TDN摂取量では差がな

く，粗飼料および全飼料とも，両群ほぽ同様な値となっ

た.全飼料からの TDN摂取量に占める粗飼料からの

割合は， LC群 67.9%，HC群 69.3%と，コーンサイ

レージの給与割合の高かった HC群で，やや高い値を

示した.給与飼料全体の TDN含有率は， LC群

66.6%， HC群 68.5%と， HC群で高かった.本試験で

は，給与粗飼料各々の TDN含有率は測定していない

が，一般的にコーンサイレージはグラスサイレージや

乾草にくらべて TDN含有率が高いといわれており，

そのためコーンサイレージの給与割合が高かった HC

群で給与飼料全体の TDN含有率が高くなったと考え

られた.

1日1頭当りの牛乳生産量を表 4に示した. FCM 

生産量は， LC群 21.8kg， HC群 20.2kgと， LC群で
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表 4 牛乳生産量

群 LC HC 

FCM生産量

飼料畑・採草地全体からの
FCM生産量

LC， HC:表 1に同じ

一一kg/d/cow-
21.8 20.2 

14.8 14.0 

注)105日間の平均 FCM生産量

表 5 粗飼料生産に要した土地面積 (181日間)，

面積割合および飼料畑・採草地全体からの

牛乳生産量

群

土地面積

コーンサイレージ

グラスサイレージ

乾 草

合計

牛乳生産

飼料畑・採草地全体か

らの FCM生産量

LC， HC:表 1に同じ

( )内は土地面積割合

LC HC 

一一一-a/cow-一一一

11.5 (41) 13.4 ( 54) 
10.0( 35) 7.5( 29) 
6.4 ( 24) 3.5 ( 17) 

27.9(100) 24.4(100) 

t/ha 

9.8 10.5 

やや高かった.飼料畑・採草地全体からの FCM生産量

も， HC群 14.0kg， LC群 14.8kgと， LC群でやや高

かった.

1頭当りの粗飼料生産に要した土地面積および 1

ha当りの飼料畑・採草地全体からの FCM生産量を表

5に示した.なお， ( )内の数値は，土地面積全体を

100とした場合の，各粗飼料の生産土地面積割合を表

している.全体の土地面積に占めるコーン生産面積の

割合は， LC群 41%，HC群 55%と，両群ともほぼ設定

通りであった. 1頭当りの粗飼料生産に要した土地面

積は， LC群 27.9a，HC群 24.4aと，コーンの作付面

積割合を増やした HC群でやや少なくなった.1ha当

りの飼料畑・採草地全体からの FCM生産量は， LC群

9.8 t， HC群 10.5tと，コーン作付面積割合を増やし

た HC群で高くなった.

以上のことから，コーン作付面積割合を増やすこと

により，冬季舎飼期のコーンサイレージ主体飼養下に

おいて， 1頭当りの粗飼料生産に要する土地面積を減

らし， 1 ha当りの飼料畑・採草地全体からの牛乳生産

量を高められる可能性が示唆された.筆者らは，夏季

放牧期においても，放牧草に対する併給粗飼料として

コーンサイレージを利用することが，土地生産性の面

から有効で、あることを既に報告している(古川ら;

1995A) .従って，適正なコーン作付面積割合について

は，年間を通じて必要となる土地面積の中で考えてい

く必要がある.また， 1頭当りおよび 1ha当りの牛乳

生産の関しての検討に加え，収益性，さらには労働生

産性といった点からの検討が必要で、あろう.
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